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Ni-Cr-Mo 合金の対玄 ま腐食可使用条件の定量評価

Quantitative Evaluation of Safety Use Limit for Crevice Corrosion in Ni-Cr-Mo Alloys

 深　綜ミ
ま腐食は，最も穏和な環境条件で生じるため，構造材料選定においては，すきま腐食に免疫か否かが重要な判断基
準となる．
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　しかし，ここで規定される測定手順や各パラメタの設

定値は，SUS 304 鋼およびSUS 316 鋼に対する共同実験

結果に基づいて最適化されたものであり，ほかの金属材

料に対しては，測定概念に立脚した最適化を行う必要が

ある
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167IHI 技報　甶 レ養㎈〓 殺60ヮも水マ済条件で測定することによって，過不働態溶解の影響を受け

ずに，進展性の腐食すきまに対応した正しい㎈ 
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4.　可使用条件図の迅速評価（ 応用 ）

　4. 1　すきま腐食臨界温度
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を Ti-Gr.7 製ボルトナットで 3.92 N・m 








